
 

  

   
 

【報道機関からのお問合せ】 ケシオン 事業開発部  担当：五十嵐 

TEL：（03）6418-7707 FAX：（03）6418-7700  E-mail：k_igarashi@kesion.co.jp 

※本件に関する画像を以下サイトでご提供します。ご自由にお使いください。 
https://www.dropbox.com/sh/nqq29qkygb8x5ek/AAAxX5ReRY0-jvlxLWG8TChka?dl=0  
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株式会社ケシオン（大阪府西区）と、武蔵野大学工学部建築デザイン学科（東京都江東区）の学生 44 名

は、共同で「有明 SDGs アクション」プロジェクトを 2021 年 4 月 12 日にスタートしました。同プロジェクトは、

東京の臨海副都心・有明エリアにある ZeroBase ARIAKE Pop-Up Mal& Park （以下 ZBA）にて 2021年 4月

12日（月）～9月 30日（木）の期間、学生主体で SDGsをテーマにしたアートペイントや地域住民とのつなが

りを創出する空間デザインに取り組むものです。 

                                        

 

【本件のポイント】 

●有明エリアで SDGsを推進し、多文化共生社会の実現を目指す 

● ケーススタディを通して新たな都市環境づくりや空間デザインのアプローチを追求する 

● 学生はプロジェクト通して企画推進力を身につけ、SDGsについて体験しながら学ぶ 

 

【本件の内容】 

武蔵野大学では、SDGsの基本理念「誰ひとり取り残さない」が本学の建学の精神やブランドステートメン

ト「世界の幸せをカタチにする。」に流れる精神と軌を一にすることから、全学的に SDGsを推進しています。

本プロジェクトは「SDGs事業」として認定されているコンテナ事業を展開する「ZBA」において、空間デザイン

の視点から持続可能性や多様性をテーマとしたアクションを展開することを目的にスタートしました。建築デ

ザイン学科の学生 44名は空間デザインの専門教員の指導を受けながら、「SDGsアート」「人々の居場所づ

くり」の２テーマでプロジェクトを推進します。 

学生 44 名が商業複合施設で SDGs を推進するプロジェクト 

「有明 SDGs アクション」2021 年 4 月 12 日スタート！ 

～ペイントアートと家具を用いて空間デザインを行う～ 

有明エリアにオープンしたコンテナボックスできた複合施設 ZBA（イメージ） 

https://www.dropbox.com/sh/nqq29qkygb8x5ek/AAAxX5ReRY0-jvlxLWG8TChka?dl=0
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「SDGsアート」では持続可能性や多様性をテーマに、店舗用コンテナの壁面や敷地内の地面を対象とし

たペイントアート、施設の利用を促すサイン作成などを行います。 

「人々の居場所づくり」では、利用者が自由にアレンジしながら活用できるユニバーサル性の高いイスやテ

ーブルなどの木製家具を制作し、敷地内のオープンスペースに設置します。また設置家具の利用状況を検

証しながら修正や改善を重ね、より人々に利用される質の高い「居場所」づくりを目指します。 

 

【プロジェクト概要】 

プロジェクト名：有明 SDGsアクション 

参加者/企業：武蔵野大学工学部建築デザイン学科生 44名（2～4年生）/ (株)ケシオン 

実 施 期 間：2021年 4月 12日（月）～9月 30日（木） 

※新型コロナウイルス感染症拡大状況により、変更になる可能性があります 

企 画 内 容：①「SDGsアート」 ②「居場所づくり」 

担 当 教 員：工学部建築デザイン学科教授 水谷 俊博、助教 宮下 貴裕 

ターゲット目標：「持続可能性や多様性をテーマにしたアート制作」（目標 10、16） 

「居場所づくりをテーマとした空間デザイン」（目標 11） 

「建築用コンテナを用いた廃材防止、削減」（目標 12） 

 

【ZeroBase ARIAKE Pop-Up Mall&Park（ZBA）について】 

2021年４月東京の臨海副都心・有明エリアにオープンし

た、コンテナボックスでできた期間限定ポップアップモール

＆パーク。ブランドや飲食店などの多彩なコンテナショップ

に加え、イベント会場やステージ、インスタスポットなどを伴

う複合施設です。実験的で面白いコトが生まれる場所をコ

ンセプトとしており、ユニークな体験ができる場になること

を目指しています。また ZBA は日本文化の魅力を発信

し、2020年以降を見据えたレガシー創出の文化プログラ

ム「beyond2020」として認定されています。 

 

【関連リンク】 

■武蔵野大学 SDGs実行宣言：https://sdgs.musashino-u.ac.jp/declaration/ 

■Zerobase ARIAKE Pop-Up Mall&Park HP：http://zerobase.kesion.co.jp/ariake/ 

■武蔵野大学工学部建築デザイン学科 HP：https://www.musashino-u.ac.jp/environment/design/  

■株式会社ケシオン HP：https://www.kesion.co.jp/ 

建築用コンテナボックスでできた ZBA 

https://www.dropbox.com/sh/nqq29qkygb8x5ek/AAAxX5ReRY0-jvlxLWG8TChka?dl=0
https://sdgs.musashino-u.ac.jp/declaration/
http://zerobase.kesion.co.jp/ariake/
https://www.musashino-u.ac.jp/environment/design/
https://www.kesion.co.jp/

